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2019年８月６日、地域の課題探求に取組む東北地方６県12校の高校生が仙台に集まり、持続可能
な地域循環共生社会形成に向けた研修が行なわれました。2030年に向けたSDGs採択に至るまで
の世界の動き、セヴァン・カリス＝スズキ／リオサミットのスピーチが紹介されセミナーが始まりま
した。循環型社会形成に積極的に取組む企業から東日本大震災で甚大な被害を受けた南三陸町に
おける具体的事例が紹介され、その後行ったワークショップでは「私たちは変わる！そして私たちで
変える！」を念頭に２ステップで意見を出し合い、SDGs達成に向けチェンジメーカーになることを
宣言しました。東北地区 高校生SDGsセミナーの詳細を報告します。

自然資本×人間関係資本で実現する「持続可能な社会」
資源・エネルギーが循環するサプライチェーンの構築に向けて、対企業、対地域でそれぞれのソ
リューションを最適に組合せた事業を展開しているアミタ株式会社。現代社会が抱える急速な人口
減少と少子高齢化という負のスパイラルからの脱却に向け、地域全体を巻き込み展開している取
組みを「南三陸町における新しい社会システムづくりへの挑戦」と題して紹介しました。
この取組みは、家庭から排出されるゴミの約40％に当たる生ごみと浄化槽などから排出される汚
泥をバイオガス施設で再資源化し地域に還元するものです。産業と技術革新〈SDGs-9〉、廃棄物を
バイオマスとして活用する〈SDGs-7〉への貢献！という「物」を中心とした形に加えて興味深かった
のは、住民総出で生ごみ減量に取組んでいること、生み出されたたい肥を自分たちで利用し生産・
販売するシステムの中に企業だけでなく地域が関わり存在していることでした。これは「つくる責任
つかう責任」〈SDGs-12〉の地域による実践です。このシステムは働きがいと経済成長〈SDGs-8〉や
豊かな大地を守る〈SDGs-15〉ことにも繋がっていきます。
養殖中心となってきた漁業者も持続可能な森林経営を目指す林業者も地域の未来を見据えそれ
ぞれASC認証〈SDGs-14〉、FSC認証〈SDGs-15〉を取得し、ひとつ一つが繋がって南三陸町のスパ
イラルは負から正に変わりつつあります。そこにはまさに住み続けられる街〈SDGs-11〉が見えてき
ました。廃棄物が課題となって負のスパイラルに陥っているパラオでのシステム作りも始まってい
るそうです。様々な地域課題を大きな流れに取込んで解決していく姿が、集まった高校生たちに大
きな気づきを与えた発表となりました。

藤田和平さん　アミタ株式会社

私達は変わる！ そして私達で変える！
「地域循環共生圏」

体験したことのない社会や未来のことを自分事としてとらえること。課題の背景や解決策を探るた
めには創造力を発揮して物事を複眼的にみることが大切だというお話からSDGsにつながる４つの
柱（自発性、無償性、利他性、創造性）について話しがあり、セミナーのテーマである「SDGsと環境
で東北を元気にする地域循環共生圏」を目指し東北６県で活動する高校生がシャッフルして６つの
グループを作りそれぞれのテーブルで知恵を出し合いました。
①自分たちの活動は「どんな課題に対してどのようなアプローチをしているのか？」
②その活動の陰には「どんな背景が存在するのか？」
各高校の取組みに対して二つの視点で意見を出し合うワークショップです。

基 調講演

海藤節生さん NPO法人 環境会議所東北 主任研究員
（ファシリテーター） NPO法人 水守の郷・七ヶ宿 理事長ワークショップ

青森県立八戸北高等学校
根井和佳南さん/土佐美月さん/蛭田ひかりさん

　　　2030年の八戸市の環境破壊や人口流失を解
決するために、現状を高校生が学び、地域の中心と
なって活躍できる人になります！
　　　八戸市及びその近郊における環境保全の取組
について調査、見学、発表を行う中で、持続可能な社
会の実現と自分の関わりについて考えます。

〈SDGｓ-16、17〉

宣言

説明

岩手県立釜石高等学校　SS探究Ⅰ
藤原南奈さん/今出義隆さん/藤原礼楽さん

　　　釜石の空き家増加を解決するために、空き家
を「民泊」としての活用を提案する！
　　　釜石は空き家が多いため、それを活用すること
によって地域の活性化や経済成長も図れると思うの
で、空き家を民泊として活用することを提案します！

〈SDGs-11、12〉

宣言

説明

秋田県立羽後高等学校
麻生駿一郎さん/小沼菫さん/最上瞬さん

　　　地域の人々にSDGsを伝える！
「地域学（羽後学）×SDGs」

　　　持続可能な町づくりのため地域の人を巻き込
んでSDGs目標達成に向けて頑張ります。

〈SDGs-3、11〉

宣言

説明

宮城学院高等学校　特活自然科学班
菅原紗矢香さん/藤田怜那さん/松野詩穂さん

　　　仙台の廃油の行き場を解決するために廃油か
ら食糧を作ります！
　　　廃油を食べる酵母を探す。
RYMを使用し酵母の簡易同定をする。
食用廃油を用いた油の分解能力の確認を行う。
液体培養を行い実用化をめざす。

〈SDGs-6、16〉

宣言

説明

山形県立鶴岡南高等学校
伊藤杏さん/伊藤日向子さん/菊地優衣乃さん

　　　元気のなくなってきた鶴岡駅前を元気にする
ために、若者の鶴岡市に対する興味関心を変えます！
　　　「鶴お菓子祭り」を行うことで駅前に若者を中
心とする市民の皆さんが集まる機会を作り、駅前の活
性化を図る取り組みを行います。

〈SDGs-11、17〉

宣言

説明

福島県立葵高等学校　科学部
松木大知さん／五十嵐陽菜さん／小野佑月さん

　　　私たちの暮らす地域の身近な生物を通して環
境の問題を提起していきます！
　　　野生動物の人間活動による遺伝的攪乱の現状
は、様々な地域で発生しています。私たちは絶滅危惧
のメダカを用いて遺伝的な特性を維持することの大
切さを訴えます。この研究を全国に広めていきます。

〈SDGs-14、15〉

宣言

説明

青森県立むつ工業高等学校　地中熱融雪研究班
石田圭人さん/菊池七星さん/松橋弥夕さん

　　　豪雪地域に暮らす人々の除排雪による重労働
を解決するために、地中熱からの熱効率を改善し地元
を住みやすい場所に変えます！
　　　地中からの熱をより効率良く使うことのできる
可能性があるのでもっと研究を深くしていき、夏も冬
も過ごしやすい地元としていきたいです！

〈SDGs-7、11〉

宣言

説明

岩手県立花巻農業高等学校　ソーセージ班
伊藤里佳子さん/久慈詩音さん/神久保蓮さん

　　　岩手県の耕作放棄地にいる羊を食べてもらう
ためにラム肉に対するイメージを変える！
　　　行政が連携する。ラム肉に対するイメージを聞
きそれを改善していく。
耕作放棄地を有効活用し、それを広げていき農家を助
けると共に農家の生産意欲を向上していく。

〈SDGs-12、15〉

宣言

説明

秋田県立秋田北鷹高等学校
小坂藍海さん/小林碧さん/藤田夕雅さん

　　　世界の地球温暖化を解決するために、途上国
の文化に寄りそったプログラムを構築しより効果的
なプログラムに変えます！
　　　環境NPOと連携し開発・実践している途上国

（マレーシア）における気候変動対策に関する環境教
育プログラムの改善に努めます。

〈SDGs-4、13〉

宣言

説明

宮城県富谷高等学校
蒲倉拓馬さん

　　　富谷市の水素社会実験にむけて皆に広く関心
を持ってもらえるように伝道師になります！
　　　水素のメリット・必要性は環境問題の対策から
広く皆に知られるようになったが、水素社会実現にむ
けてはまだ多くの課題がある。解決のために高校生の
力で考えて取り組み、広く認知されるように務めてい
きたい。　〈SDGs-7〉

宣言

説明

山形県立山形西高等学校　放課後実験倶楽部
近藤翼さん/江場海さん/大和佳奈さん

　　　山形の若い世代の環境への関心の低さを解決
するために小学校に在来生物について興味を持って
もらえるよう活動していきます！
　　　在来生物を用いることで自分たちの地域環境
に関心・愛着を持たせる。環境保全につながる。子供
たちとともに理解を深めることができる。SDG4：質の
高い教育をみんなにつなげる。　〈SDGs-4、14〉

宣言

説明

福島県立福島高等学校　有志団体
熊谷恭平さん/菊地裕斗さん

　　　世界の多様性の尊重のために身近な人の意識
を変えます！
　　　「Think Globally」を踏まえ、「世界」という広
い視野を意識し、「Act Locally」を踏まえ、多様性に
ついて学び、「身近」な人に多様性の大切さを伝えて
いこうと考えました。

〈SDGs-5〉

宣言

説明

ワークショップでは、セミナーのテーマである「SDGsと環境で東北を元気にする地域循環共生圏」達成に向けて「自分
たちが課題として捉えていること、その背景、課題解決に向けたアクション」という切り口で６つのグループに分かれ活
動を振り返りました。他校生徒から出された意見を自分のグループに持ち帰りまとめられた宣言を紹介します。

私たちは変わる！そして私たちで変える！
SDG s達成に向け、私たちは目標のチェンジメーカーとなることを宣言します。

高校生SDGs宣言

セミナー記念撮影

ワークショップの様子

講演中の高校生達の様子

藤田和平さん

海藤節生さん


